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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境では改善が見られた

ものの、年初からの円高進行を受けて企業収益には陰りが見られました。また、中国・新

興国経済の減速感の強まりや、英国のＥＵ離脱問題に起因する海外経済の不確実性の高ま

りなど先行き不透明な状況で推移しました。 

当社グループが属する業界におきましても、主要な取引先である機械工具業界や物流業

界からの受注に今ひとつ力強さが感じられません。 

  こうした状況の下、当社グループは、海外生産拠点との一体運営の強化等による更なる

原価低減と新たな販路の開拓に努め、経営体質の充実強化に注力してまいりました。 

  その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 4,312,475千円（前年同四半期比 2.2％

減）、営業利益は 458,373千円（前年同四半期比 46.9％増）、経常利益は為替差益 46,315千

円等により 530,745千円（前年同四半期比 27.3%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は 358,806千円（前年同四半期比 9.3％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて 2.6%減少し、7,677,512 千円となりました。

これは主に、受取手形及び売掛金が 560,446千円減少したことによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて 1.1%減少し、4,994,190 千円となりました。

これは主に、投資その他の資産が 35,992千円減少したことによります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて 2.0%減少し、12,671,703千円となり

ました。 

（負債） 

  流動負債は、前連結会計年度末に比べて 8.2%減少し、1,911,731 千円となりました。

これは主に、支払手形及び買掛金が 220,698千円減少したことによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて 17.7%減少し、1,429,170 千円となりました。

これは主に、リース契約補償損失引当金が 130,342千円減少したことによります。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて 12.5%減少し、3,340,902千円とな

りました。  

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて 2.4%増加し、9,330,801千円となりました。 

この結果、自己資本比率は 73.6%となりました。  

 

 

㈱ナンシン（7399） 平成29年3月期 第2四半期決算短信 

2



（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成 28 年 ５月 13 日の決算短信で公表いたしました 

通期の連結業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成

28 年３月 28 日。以下「回収可能性適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間から

適用し、繰延税金資産の回収可能性に関する会計処理の方法の一部を見直しております。 

回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第 49 項(4)に定める経過的

な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針

第 49 項(3)①から③に該当する定めを適用した場合の繰延税金資産及び繰延税金負債の

額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額との差額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金及びその他の包括利益累計額に加算しております。 

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、利益剰余金が 159,854 千円増加し、

繰延税金負債が 159,854 千円減少しております。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年９月 30 日） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年９月 30 日） 

該当事項はありません。 

㈱ナンシン（7399） 平成29年3月期 第2四半期決算短信 

9




